
市
史
編
纂

市
政
想
出
座
談
会

旗
行
列
（
小
中
学
生
）

音
　
楽
　
の
　
夕

舞
　
踊
　
の
　
夕

宮
崎
今
昔
資
料
展

子
供
声
く
ら
べ
腕
く
ら
べ

素
人
の
ど
自
慢

二
十
の
扉

新
民
謡
及
び
論
文
募
集

華
　
　
道
　
　
展

短
　
　
歌
　
　
会

記
念
競
馬
と
競
馬
文
化
展

フ
ア
ツ
シ
ヨ
ン
シ
ヨ
ウ

県
　
美
　
術
　
展

両
市
交
換
自
転
車
団
技

放
射
状
マ
ラ
ソ
ン
大
会

リ
ズ
ム
体
操
祭

東
西
対
抗
相
撲
並
に

王
座
決
定
戦

春
作
蔬
菜
園
芸

共
　

進
　

会

実
施
期
日

三
月
二
十
五
日

四
月
一

日

四
月
一
日

四
月
三
日

四
月
二
―
四
日

四
月
四
日

四
月
中
旬

四
月
十
七
日

か
ら
三
日
間

行
事
期
間
中

秋
　
　

季

四
月
一

日

四
月
四
日

四
月
十
八
日

四
月
二
十
五
日

五
月
中
旬
　
二
日
間

大
正
十
三

年
四
月
一
日

、
宮

崎
市
政

が
そ
の
第
一
歩
を
踏
み

だ
し
て
か
ら
今

年
は
満
三
〇

周

年
、
陽
春
と
共
に
や
つ
て
く
る

こ
の
記
念

日
に
木
市
で
は
将
来

へ
の
市
政

発
展
を
祈
念

し
て
多

彩

な
祝
賀
行
事

を
く
り
ひ
ろ
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
宮
崎

の
三
十

年
間
を
回
顧
す
る
市

史

の
発
刊

や
市
政
想

出
座
談

会
、

今
昔
資
料
展
、
新
民
謡
や
論
文

の
募
集
、
そ
の
他
芸
能
祭
、
体

育
祭
、
産
業
共
進
会
、
競
馬
文

化
展
な
ど
四
月

一
日
を
皮
切
り

に
本
市
は
祝
賀
一
色
に
塗
り
つ

ぶ
さ
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
こ
の

日
を
記
念
し
て
市
政

の
大
計

を

築
く
、
造
林
事
業
や
、
植
樹
作

業
、
公
園
基
地
の
造
成
市
業
な

ど
を
着
手
す
る
こ
と
に
な
つ
て

お
り
ま
す
。

長
い
冬
の
憩
か
ら
解
放

さ
れ

柔
か
な
春
の
陽

射
し
を
受

け
た

山
野
の
樹
々
は
、
新
し
い
息
吹

に
溢
れ
可
愛
い
芽
を
吹
き
初
め

ま
し

た
。

緑
と
私
達
の
生
活

と
は
切
つ

で

も
切

れ
な

い
深

い
繋
が
り
を

持
つ
て
い
ま
す
。

遠

く
高
く
聳
え

た
つ

山
の
緑

は
山
崩

れ
を
防
止
し
旱
魃
を
防

緑
化
運
動
月
間

自
三
月
　
一
　
日

至
三
月
三
十
一
日

み
ん
な
揃
っ
て
緑
の
羽
根
を

ぎ
洪
水
か
ら
私
た
ち
を
護
っ
て

く
れ
ま
す
。

私
達
は
山
を
愛
し
樹
を
護
り

此

の
美
し
い
郷
土
を
緑

溢
ふ
れ

る
よ

り
良
い
郷
土

に
育
て
上

げ

ま
せ
う
。

（
宮
崎
博
覧
会
期
間
中
、
園
芸
、
持
用
作
物
（
一
部
）
林

産
物

、
水
産
物

を
含

め
た
綜
合
共
進
会
）

畜
産

共

進

会

産
業

共

進

会

十
一
月
上
旬
　
一
日
間

十
一
月
下
旬
　
三
日
間

市
政
3
0
周
年
記
念
行
事
き
ま
る

く
り
ひ
ろ
ぐ
祝
典
繪
卷

今
春

、
小
学
校
へ

入
学

さ
れ

る

子
供

さ
ん
の
入

学
通
知
書

は

さ
る
二
月
十
月
発
送
し
ま
し

た

が
、
ま
だ
通
知
書
の
届
い
て
ゐ

な
い
方
は
早
め
に
市

教
育
委
員

会
え

お
知
ら
せ
下

さ
い
。

入
学
通
知
書

は

屆

き
ま
し

た

か

緑
の
月
間
と
し
て
県
下
一
齊
に

緑
化
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
が
宮
崎
市
で
も
緑
化
運
動
の

一
環
と
し
て
緑
の
羽
根
募
金
運

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

緑
の
羽
根
を
胸
に
飾
り
ま
し

よ
う
。

全
市
民
の
皆
さ
ん
緑
の
羽
根

を
胸
に
つ
け
て
緑
化
運
動
に
參

加
し
ま
し
よ
う
。

三
月
一
日
か
ら
三

月
三

十
一
日
迄
の
一
ヶ
月
間
を

広
報
係
に
は
市
民
か
ら
の
投
書
を
す
て
る
ど
ん
な
ク
ズ

カ
ゴ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
サ
イ
も
の
に
お
お
い
す
る
ど
ん
な
フ
タ
も
あ
り
ま
せ

ん所
管
か
ら
所
管
へ
タ
ラ
イ
ま
わ
し
す
る
よ
う
な
事
は
致

し
ま
せ
ん

ど
し
　
　
ご
意
見
を
お
よ
せ
下
さ
い
。御
存
知
で
す
か

女
子
世
帶
へ
資
金
の

貸
付
が
行
わ
れ
ま
す

一

、

貸

付

の

種

類

と

貸

付

額

、
生
業
資
金
（
事
業
を
開

始
す
る
の
に
必
要
な
資

金
）
五
万
円
以
内

、
支
度
資
金
（
就
職
に
必

要
な
資
金
）

一
万
五
千
円
以
内

、
技
能
習
得
資
金
（
事
業

を
開
始
し
、
又
は
就
職

す
る

為
に

必
要
な

知

識
、
技
能
を
習
得
す
る

昭

和
二
十
七

年
の
十
二
月
。に

公
布
さ
れ
た
「
女
子
福
祉

資

金

の

貨

付

等

に

關

す

る
法
律
」
に
よ
つ
て
市
の
福

祉
事
務
所
で
は
二
〇

才
に
満

た

な
い
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
配

偶
者
の
な
い
女
子
す
な
は
ち
「

母

子
家

庭
」
に

た
い
し
て
次
の

よ
う
な
資

金
の
貸
付
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す

か
ら
御
利
用
下
さ

い
。

の

に
必

要

な

資

金

）

（
習
得
期
間
二
年
を
こ

え

な

い

範
囲

内

で
月

額

千

五
百

円
以

内

、
生

活

資

金

（
前

号

の
知

識

、
技

能

を

習

得

し
て

い

る
期

間

中

の

生

活

を

維

持

す

る

に
必

要

な

資

金

）

期
間
中
、
本
人
に
つ
き

月
額
千
円
以
内
及
ひ
そ

の

扶

養

し

て

い

る
児

童

一
人
に
つ
き
月
額
五
百

円

以

内

、
事
業
経
続
資
金
（
事
業

経

続

に

必
要

な

資

金

）

一

回

に
つ

き

三
万

円
以

内
、
修

学

資

金

高
等

学

校

＝

就

学

期

間

中

月
額

七

百

円
以

内

大

学

＝
月

騏

一

千

円
以

内
、

修

業
資

金

（
児

童

が
知

識

、
技

能

を
習

得

す

る

期
間

中

二

年

を

こ
え

な

い

範
囲

で

月

額

千

五

百

円
以

内

。

貸
付
帝
望
者
の
方
は
貸
付
申

請
書
（
福
祉
事
務
所
に
準
備

し
て
あ
り
ま
す
）
に
保
証
人

の
保
証
書
及
び
戸
籍
抄
本
な

ど
を
添
付
し
て
厚
生
課
内
の

福
祉
事
務
所
に
お
申
込
下
さ

い
。

二
、
貸
付
請
申
の
手
續

き

ま
だ
か
？
ま
だ
か
？
春
の
和
や

か
さ
を
愛
す
る
人
々
は
ど
こ
か

で
か
す
か
に
息
づ
く
春
を
感
じ

と
る
「
草
原
の
山
羊
と
乙
女
」

僕
は
今
日
こ
ゝ
に
春
を
見
出

す
。
「
冬
き
た
り
な
ば
春
遠
か
ら

じ
」
も
う
き
ゝ
な
れ
て
し
ま
つ

た
こ
の
こ
と
ば
を
私
た
ち
は
や

は
り
信
じ
よ
う
。
（
写
真
は
市

内
瓜
生
野
久
保
に
て
）

春
の
風
景

は
か
り
が
狂
つ
て
い
る
と
あ

な

た
の
信
用
を
な
く
し
ま
す
。

あ
な
た
の
は
か
り
が
正
し
い
か

ど
う
か
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

は
か
り
を
正
し
く
し
ま
し
よ
う

貴
方
は
損
を
し
て
い
ま
す

商
工
観
光
課
で
は
三
月
八
日

か
ら
二
十
九
日
ま
で
次
の
よ
う

な
日
割
で
「
は
か
り
」
の
定
期

検
査
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ

の
機
会

を
逃

さ
ず
、
洩
れ

な
く
検

査
を
受
け
て
下

さ
い
。

三

月

八

日
（

月

）

三

月

九

日
（

火

）

三

月

十

日
（

水

）

三
月
一
一
日
（
木
）

三
月
一
二
日
（
金
)

三
月
一
三
日
（
土
)

三
月
一
五
日
（
月
）

三

月

一
六
日
（

火

）

三
月
一
七
日
（
水
）

三
月
一
八
日
（
木
）

三

月

一
九
日
（

金

）

三
月
二
〇
日
、
土
)

三
月
二
二
日
（
月
）

三
月
三
三
日
（
火
）

三
月
二
四
日
（
水
）

三
月
二
五
日
（
木
）

三
月
二
六
日
（
金
）

三
月
二
七
日
(
土
)

三
月
二
九
日
（
月
）

検
査
月
日

旧
倉
岡
村
全
域

旧
瓜
生
野
村
全
域

池
内
、
長
屋
南
方
、
下
北
方

村
角
、
花
ヶ
島
、
神
宮
東

神
宮
、
丸
山
、
江
平

東
雲
、
深
坪
、
権
現

大
島
、
東
大
島

吉
村
南
、
吉
村
北
、
新
別
府

山
崎
、
阿
波
岐
原

和
知
川
原
、
大
工
、
清
水
、

橘
、
高
松

末
広
、
松
橋
、
末
広
元
宮

上
野
町
、
恵
美
須
仲
町
、

橘
通
広
島
、
広
別
、
宮
田

旭
通
、
松
山
、
瀬
頭
、
吉
村
西

淀
川
、
谷
川
、
中
村
大
塚

福
島
、
古
城

太
田
北
、
南
、
及
鉄
道
線
路

よ
り
一
円

恒
久
、
田
吉
赤
江
城
ヶ
崎
南

方
。
郡
司
分
線
路
よ
り
東
一
円

旧
木
花
村
全
域

旧
青
島
村
（
但
し
内
海
以
南

を
除
く
）

内
海
、
小
内
海
、
野
島
地
区

旧
市
内
の
医
師
薬
剤
師
関
係

検
査
区
域

（
旧

区
会
別
）

倉

岡

支

所

瓜
生
野
支
所

大
宮
小

学
校

東
中
学
校

東

中

学

校

東

大
島
教
育

所檍
小
学
校

小
戸
小
学
校

小
戸
小
学
校

市
　

役
　

所

市
　

役
　

所

市
　

役
　

所

大
淀
小
学
校

大
淀
小
学
校

赤

江

支

所

亀
山

病
院
前

青

島

支

所

青

島

支

所

内
海
出

張
所

県
庁
商
工
課

内
計
量
器
検

定

所
検
査
場
所

一
、
主
催
　
宮
崎
市

一

、
後
援
　

日
向
日

日
新
聞

宮
崎
県
観
光
協
会

宮
崎
市
観
光
協

会

募
集
要
領

市
で
は
次
の
要
領

に
依
り
市
内
の
観
光

に
関
す
る
一
般
写
真

を
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
振
つ
て
御
応

募
し
て
下
さ
い
。

作
品
募
集

受
付
時
間
毎
日
午
前
九
時
よ
り
午
後
二
時
迄

一

、
協
賛
　

富

士
写
真
フ
イ

ル

ム
Ｎ
Ｎ

、
小
西

六

写
真
工
業
Ｋ
Ｋ

、

宮
崎
交
通
Ｋ
Ｋ
、

宮

崎
県
写
真
材
料

商

組
合

一
、
募
集
範
囲
　
宮
崎
市
内
の

観
光
に
関
す
る
一般
写
真

（
風
景

、

行

事
、
風

俗
其

の

他

）

一
、
締
　

切
　

昭
和
二
十

九
年

三
月
十
五
日

一
、
発
　
表
　
昭
和
二
十
九
年

三
月
二
十
五
日

一
、
審
　
査
　
市
、
県
観
光
課

小
石
清

選
衡

は

地
方
選
衡
　
（
第
一

次
）
に
於
い
て
市
及
び
県
農

林

事
務
所

（
郡
）

（
宮
崎
東

諸
県
郡
各
町
村
よ
り
推
薦
し

事
務
局
扱

い
と
す

る
、
西
臼

杵

郡
は
西
臼
杵
支
庁
扱

い
と

二
、
選
衡
方
法

選
衡
の
条
件
は
県
内
居
住
の

満
十
八
才
よ
り
満
二
十
五
才

ま
で
の
新
制
高
校
及
び
旧
制

高
等
女
学
校
卒
業
者
程
度
と

し
身
長
ほ
ゞ
一
米
五
十
五
糎

以
上
の
真
に
宮
崎
県
を
代
表

す
る
女
性
で
あ
り
、
且
つ
四

月
以
降
博
覧
会
期
間
中
、
博

覧
会
事
務
局
の
宣
伝
部
員
と

し
て
委
嘱
可
能
な
女
性

一
、
選
衡
基
準

南
国

宮
崎
博
覧

会
事
務
局

で

は
い
よ
い
よ
押
し
迫
つ
た
博
覧

会
に
備
へ
て
県
内
か
ら
六
名
の

「
ミ
ス
宮
崎
博
」

を
選
衡

し
て

本
格
的
な
宣

伝
に
の
り
だ
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

真

に
宮
崎
を
代
表
す
る
女
性

の
御
応
募
を
お
願

い
し
ま
す

。

明
る
い
宮
崎
の
代
表

『

ミ
ス
宮
崎

博
』

の
募
集

場
所
旧
市
内
地
区
　
市
　
役
　
所

旧
赤
江
地
区
　
赤

江

支

所

青

島

地
区
　
　青

島

支

所

木

花

地
区
　
　木

花

支

所

瓜
生
野
地
区
　
瓜
生
野
支
所

倉

岡

地

区
　
　倉

岡

支

所

な
お
資

産
の
決
定
価
格
に
不

服
の
あ

る
方
は
二
十
日
か
ら
三

十
日
ま
で
に
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
に
審
査
の
請
求
（
不

服
の
申
立
）
が
出
来
る
こ
と
に

な
つ
て
い
ま
す
の
で
期
間
内
に

申
出
下

さ
い
、
な

お
期
日
経
過

後
の
不
服
の
申

立
は
受

理
出
来

ま
せ
ん

か
ら
念

の
た

め
申
し
添

え

ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
度
の
固
定
資

産
の
価
格

が
決
定
さ
れ

ま
し
た

の
で
、
三
月
一
日
か
ら
二
十
日

ま
で
固

定
資

産
課

税
台
帳

の
縦

覧
を
左
記
の
場

所
で
行

い
ま
す

の
で
関
係
者

は
資
産
の
決
定
価

格
を
お
調
べ
下
さ
い
。

課
税
台
帳
の
縱
覽

2
9年
度
固
定
資
産

ミ
ス
宮
崎
博
に
対
し
て
は
日

当
（
除
宿
泊
費
）
及
び
被
服

を
貸
与
し
宣
伝
計
画
に
基
い

で
県
内
、
県
外
の
宣
伝
及
び

会
場
案
内
接
待
等
に
従
事
す

る
。

七
、
ミ
ス
宮
崎
博
の
担

当
業
務

推
薦
に
当
つ
て
は
写
真
表
面

に
被
推
薦
者
の
住
所
氏
名
、

生
年
月
日
、
年
令
、
略
歴
（

含
学
歴
）
趣
味
、
身
長
、
体

重
、
保
護
者
の
住
所
氏
名
、

ミ
ス
と
の
続
柄
及
び
推
薦
者

の
住
所
氏
名
明
記
の
こ
と

六
、
推
薦
規
定

写
真
は
キ
ヤ
ビ
ネ
板
の
半

身
、
全
身

の
正
面
写
真
と

し

六
ヶ
月
以

内
に
撮
影

し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
。

五
、
写
眞
規
格

四
月
一
日
　

新
聞
、
ラ
ジ
オ

を
通
じ
て
発
表
す
る

四
、
発
表

地
方
選
衡
（
第
一
次
）
三
月

十

五
日

事
務
局
選
衡
（
第
二
次
）
三

月
二
十
日

（
第
三
次
）
三
月
二
十
五
日

三
、
選
衡
期
日

す
る
）
よ
り
各
三
名
以
内
を

推
薦
す
る
こ
と
ゝ
し
事
務
局

に
お
い
て
は
、
市
郡
よ
り
の

推
薦
者
か
ら
第
二
次
選
衡
の

結
果
十
五
名
を
選
出
、
更
に

こ
の
十
五
名
を
面
接
選
衡
の

結
果
（
第
三
次
）
六
名
を

「
ミ
ス
宮
崎
博
」
い
決
定
す

る
。
但
し
選
衡
に
当
つ
て
は
県
内

を
六
地
区
（
西
諸
小
林
、
北

諸
都
城
、
南
那
珂
日
南
、
宮

崎
東
諸
宮
崎
市
、
児
湯
日
向

、
東
西
臼
杵
延
岡
）
に
分
ち

一
地
区
一
名
採
用
を
建
前
と

す
る

宮崎觀光写眞コンクール

（昭和29年 ３月１日） 宮　　　崎　　　市　　　報 昭和25年３月27日
第三種郵便物認可 (第104号)

昭和29年３月１日
第１０４号

印　刷昭和29年２月28日
発 行日昭和29年 ３月１日

毎月二回（１日15日）発行
編集兼
発行人
発行所
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宮 崎 市 役所
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こ
で
幾
ら
か
で
も
漁
民
の
要
望

を
客
れ
る
た
め
差
当
つ
て
、
漁

船
の
事
故
の
場
合
の
損
失
を
補

ふ
た
め
從
来
の
漁
船
保
険
法
が

改
正
さ
れ
て
漁
船
損
害
補
償
法

が
一
作
年
出
来
ま
し
た
が
こ
れ

が
更
に
昨
年
の
第
十
六
特
別
国

会
で
一
部
改
正
さ
れ
現
在
の
漁

船
満
期
保
険
制
度
が
生
れ
た
わ

け
で
す
。
従
つ
て
今
の
処
漁
業

災
害
補
償
の
一
部
と
し
て
は
こ

れ
が
最
高
水
準
の
補
償
と
云
へ

る
わ
け
で
す
。
こ
の
保
險

制
度
の
概
要
を
申
上
ま
す

と
、
一
口
に
申
し
て
人
間
に
例

へ
れ
ば
養
老
保
険
と
傷
害
保
険

を
併
せ
た
よ
う
な
制
度
で
、
あ

こ
と
が
出

来
る
で
せ
う
か
。
今

は
木
材
の
値
上
り
で
屯
当
り
一

〇
〇
〇
円
も
す
る
の
で
す
か
ら

、
仮
に
出
来

た
と
し
て
も
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
で
せ
う
。
こ

の
よ
う
な
板
子
一
枚
下
が
地
獄

の
現
在
の
漁
民
の
方
達
の
家
で

あ

り
、
注
活
手
段
で
あ
る
大

切

な
漁
船
の
災

害
保
障
対
策
は
立

て
ら

れ
て
い
る
で
せ
う
か
、
こ

の
問
題

に
つ
い
て
は
、
色

々
研

究

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
何
分

に
も
対
象

が
経
済

的
社
会
的
に

不
安
定
と
い
う
一
般
の
解
釈
か

ら
現
在

の
国

情
で
は
解
決

が
困

難
の
状
態

に
あ

る
の
で
す
。
そ

漁
船
を
災
害
か
ら
護
る
た
め

漁
船
満
期
保
険
制
度

を
利
用

し
ま

せ
う
。

冬
が
過
ぎ
、
春
が
駈
足
で
や

つ
て
く
る
と
直
ぐ
に
又
日
向
名

物
の
台
風
の
季
節
が
近
付
い
て

き

ま
す
。
珍
ら
し
く
昨

年
、
一

昨
年
と
こ
の
危

を
逃
れ
ま
し
た

が
、
今
年
は
ど
う
な
る
で
し
よ

う
。
こ
の
天
災
だ
け
は
人
間
の

力

で
如
何
す
る
こ
と
も
出

来
ま

せ
ん
。
今
日

の
新
聞
に
も
小

さ

い
漁
船
が
突
風
の

た
め
行
方
不

明
に
な
つ
た
こ
と
が
載
つ
て
い

ま
す
。
幸
い
人
命
は
救
は
れ
て

も
こ
の
人

に
再

び
漁
船
を
造
る

漁
船
滿
期
保
險
制
度
を

利

用

し

ま

し

よ

う

漁
船
の
護
り
神

漁
船
事
故

に
よ

る
損

害
を
填

補
す
る
と
共
に
期
間
満
了
后

無
事
で
あ
つ
て
も
、
保
険
金

の
全
額
を
支
払

ひ
こ

れ
を
以

で
事
故
漁
船
の
代
船
の

建
造

資
金
に
充
て

さ
せ
、
特

に
零

細
漁
民
の
漁
業

の
再

建
を
計

る
。

一
、
一
定
の
期
間
中
の

ら
ま
し
次
の
よ
う
な
加
入
の
受

益
が
あ
り
ま
す
。
即

ち

二
、
こ
の
保
險
は
国
の

漁
業
開
発
の
一
環
と
し
て
保

険
料
の
一
部
を
国
庫
が
負
担

す
る
た
め
、
国
の
保
険
と
も

い
う
べ
き
性
格
を
帯
び
て
い

る
が
政
府
は
加
入
を
奨
励
す

る
た
め
漁
民
が
金
融
機
関
か

ら
値
入
し
て
漁
般
の
建
造
を

し
、
昭
和
二
十
八
年
度
よ
り

六
ヶ
年
の
間
に
加
入
し
た
も

の
に
は
奨
励
金
を
交
付
す

る
。

三
、
保
險
に
加
入
す
る

こ
と
に
よ
り
漁
民
は
安
心
し

て
漁
業
が
出
来
る
か
ら
漁
獲

高
が
増
加
す
る

四
、
中
型
以
上
の
漁
船

の
場
合
保
険
加
入
に
よ
り
漁

船
の
担
保
価
値
を
高
め
金
融

機
関
の
信
用
が
高
ま
る
。

毎
年
春
先
に
な
る
と
、
火
を

た
く
さ
ん
使
う
寒
い
時
季
よ
り

も
却
つ
て
多
く
の
火
災
が
発
生

し
、
そ
し
て
数
十
戸
或
い
は
数

百
戸
以
上
に
及
ぶ
大
火
に
な
る

の
も
こ
の
時
季
が
最
も
多
い
こ

と
は
、
毎
年
の
火
災
統
計
が
よ

く
物
語
つ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
季
節
に
は
空
気
が
乾
燥

し
て
比
較
的
風
の
強
い
日
が
多

い
と
い
う
気
象
的
に
非
常
に
火

災
が
起
り
易
く
な
る
こ
と
も
大

い
に
関
係
が
あ
り
ま
す
が
、
何

よ
り
も
永
い
冬
か
ら
開
放
さ
れ

た
人
心
の
緩
か
ら
火
に
対
す
る

警
戒
心
が
薄
ら
ぐ
こ
と
が
最
も

根
本
的
な
原
因
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
三
月
七
日
か
ら
十
三

全
国
一
齊
火
災
予
防
運
動
週
間

三
月

七

日
か
ら

三
月
十
三
日
ま
で

春
は
大
火
の
時
季
！

以
上
の
説
明
は
極
め
て
、
簡
単

で
す

が
、
若
し
具
体
的
に
御
不

明
の
点

が
あ
れ

ば
進
ん
で
県
水

産
課
、
市
水
産
係
、
地
元
漁

協

、
漁
船
保
険
組
合
（
市
内
材

木
町
県
漁
協
聯
内
）
等
に
お
尋

ね
の
上

、
市
内
の
特
に
小
型

漁

船
所
有
者
の
皆

さ
ん
は
一
入
で

も
多

く
加
入
し
自
分
の
財
産
を

保
護
し

、
安
心
し
て
漁
業
に
従

事

さ
れ
る
よ
う

お
願
致
し

ま

す
。

国
民
の
警
火
心

を
振
る
い
起
こ

し
て

、
こ

の
多
発
大
火
時
季
を

無
事
に
乗
切
ら
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

火
災

は

殆

ん
ど

人
間

の

油

断

、
不
注
意

か
ら
発
生
し
ま
す

の
で
、
ど
う
か
全
市
民
こ
ぞ
つ

て
こ
の
運
動
の

主
旨
を
理
解
せ

ら
れ
て
、
火
災
の
予
防
に
つ
と

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
御
願

い
い
た
し
ま
す

。

日
ま
で
全
国
一
齊
に
火
災
予

防
運
動
週
間
と
し
て
、
全

或

る

録

音

か

ら

「
随
分
暖
く
な
り
ま
し
た

ね
」

今
年
も
厚
生
省
主
催
の
赤
ち

や
ん
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
そ
の
第
一
回
審
査
が
次

の
日
割
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
該
当
児
は
昭
和
二
十

八
年
三
月
出
生
の
赤
ち
や
ん
で

す
。
該
当
児
は
洩
れ
な
く
審
査
を

受
け

ま
し
よ
う

。

記

赤
ち
や
ん
コ
ン
ク
ー
ル
ガ

行
わ
れ
ま
す

貴
方
の
赤
ち
や
ん
を
守
り
ま
し
よ
う

三
月
二
日

三

月

十

日

三
月
一
三
日

三
月
一
六
日

三
月
一
七
日

三
月
一
八
日

三
月
一
九
日

月
　

日

火水土火水木金 曜

宮
崎
小
学
校

宮
崎
保
健

所

赤
江
小

学
校

大
淀
小

学
校

江
平
小

学
校

大

宮
小

学
校

檍
　
小
学
校

診
査
場

午
前
九
時
三
十
分
―
十
二
時

午
后
一
時
―
四
時

午
前
九
時
三
十
分
―
十
二
時

午
前
九
時
三
十
分
―
十
二
時

午
后
一
時
―
四
時

午
前
九
時
三
十
分
―
十
二
時

午
后
一
時
―
四
時

時
間「

や
あ
よ
う
こ
そ
、
ま
あ
ど

う
ぞ
御
掛
け
下
さ
い
」

「
何
時
来
て
も
此
処
は
お
忙

が
し
い
よ
う
で
す
ね
」

「
え
ゝ
も
う
貧
乏
暇
な
し

で
」
「
時
に
早
速
で
す
が
新
聞
で

見
ま
す
と
税
金
が
又
變
る

よ
う
で
す
ね
、
こ
ん
な
に
次
々

に
変
つ
た
ん
ぢ
や
貴
方
が
た
も

大
変
で
す
ね
」

「
え
全
く
弱
り
ま
す
」

「
こ
ん
な
に
何
時
も
変
え
な

い
で
済
む
よ
う
な
、
も
つ
と
確

つ
か
り
し
た
税
制
は
布
け
な
い

も
の
で
し
よ
う
か
ね
」

「
え
、
私
な
ん
か
も
常
に
そ

れ
を
望
ん
で
居
る
訳
け
な
ん
で

す
が
な
か
　
　
六
ヶ
し
い
問
題

い
。
自
主
的
で
あ
り
而
も
協
力

的
で
あ
る
と
言
う
こ
と
に
よ
つ

て
、
諸
君
は
本
当
に
自
信
に
富

ん
だ
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来

る
で
あ
ろ
う
。

我
が
日
向
路
で
は
既
に
梅
の

花
は
散
り
、
桃
の
花
が
今
咲
き

か
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
私

は
、
寒
中
に
毅
然
と
咲
く
梅
の

花
に
本
当
に
自
主
性
に
富
ん
だ

人
間
の
姿
を
見
、
早
春
に
咲
く

桃
の
花
の
な
ご
や
か
な
姿
に
本

当
に
協
力
性
に
富
ん
だ
人
間
の

姿
を
見
る
。
諸
君
よ
、
願
わ
く

ば
、
あ
の
梅
の
花
の
如
く
、
こ

の
桃
の
花
の
如
く
あ
つ
て
も
ら

い
た
い
と
切
望
す
る
次
第
で
あ

る
。
（
大
宮
高
等
学
校
校
長
）

の
中
の
一
人
々
々
が
自
主
性
に

富
ん
だ
人

間
で
あ
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
初
め
て
出
来
上
る
と
思

う
。
自
主
性
を
持
つ
と
言
う
こ

と
は
何
で

も
一
人

ぎ
め
で
自
分

勝
手
に
や
る
と
言
う
こ
と
で
な

い
の
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
我

々
は
一
人

が
此
世
に
生
き
て
い

る
訳
で
は
な
い
か
ら
、
他
人
と

の
協
力

を
重
ん

ず
る
と
言
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
し
て
私

は

第

二

に

協

力

性

を

持

つ
と
言
う
こ
と
を
諸
君
に
要
望

し

た
い
。
出

来
る
だ
け
他
人

に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
、
否

進
ん
で
他
人
と
協
力
し
て
事
を

な
す
覚
悟
で
進
ん
で
も
ら

い
た

先

づ
第

一

に

自

主

性

を
持

つ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と

を
強

く
要
望
し
た

い
。
自
分
自

身
の
判

断
で
自
分

の
行
動
を
律

し
、
そ
し
て
自
分
の
行
動
に
対

し
て
、
自
分

と
し
て
の
十
分

な

責
任
を
持
つ
覚

悟
を
持
つ
て

も

ら
い
た
い
。
今
後
如
何
な

る
困

難
な
場
合
に
出
合
つ
て
も
自
主

的
に
此
を
打
開
し
て
行
く
覚
悟

で
進

ん
で
も
ら
い

た
い
。
本
当

に
立
派
な
民

主
的
社
会
は
、
そ

野
　

崎
　
　

親

卒
業
生
に
贈
る
言
葉

望

む
自

主
性

と

協

力

性

今
年
も
諸
君
の
卒
業
の
日
が

愈
々
真
近
に
迫
つ
て
来
た
。
い

つ
の
時
で
も
卒
業
と
い
う
こ
と

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
あ
る

が
、
又
反
面
こ
れ
か
ら
進
む
新

し
い
生
活
に
対
す
る
可
な
り
の

不
安
が
伴
な
う
こ
と
ゝ
思
う
。

特
に
現
在
の
よ
う
な
世
相
の
き

び
し
い
時
に
平
穏
な
学
窓
を
巣

立
つ
場
合
に
は
可
な
り
の
覚
悟

を
要
す
る
こ
と
ゝ
思
う
。

そ
し
て
私
は
諸
君
に
今
後

「
実
は
毎
日
の
よ
う
に
市
民

税
は
ど
う
な
り
ま
す
か
、
と
い

う
よ
う
な
御
尋
ね
が
あ
り
ま
す

が
、
勿
論
現
在
発
表
さ
れ
て
い

る
の
は
総
べ
て
改
正
案
で
又
ど

ん
な
風
に
国
会
で
変
わ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
改
正

案
を
宮
崎
市
の
場
合
に
あ
て
は

め
て
根
本
的
な
問
題
に
つ
い
て

そ
の
あ
ら
ま
し
を
申
し
上
げ
ま

す
と
、
先
ず
市
民
税
の
個
人

分
の
均
等
割
が
今
ま
で
の
五
百

「
そ
れ
で
よ
く
判
り
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
事
情
が
判
ら

な
い

の
で
一
般

に
は
税
金
の
こ
と
は

な
か
　
　
判
り
に
く
い
と
よ
く

言
わ
れ
る
の
で
し
よ
う
ね
、
な

る
ほ
ど
、
そ
れ

か
ら
市
税
も
今

度
は
相
当
に
変
わ
る
ん
ぢ
や
な

い
で

す
か
、
そ
の
予
想
の
あ
ら

ま
し
を
お
聞

か
せ
願
い
度
い
の

で
す
が
」

で
し
よ
う
ね
」

「
と
申
し
ま
す
と
？
」

「
そ
れ
は
ね
、
昔
の
よ
う
に

生
活
様
式
が
単
純
で
あ
り
、
人

間
も
素
朴
で
経
済
状
勢
も
変
化

が
計
数
的
に
出
て
来
れ
ば
問
題

は
簡
単
な
ん
で
す
が
、
税
金
が

重
け
れ
ば
重
い
程
市
民
の
皆
様

か
ら
苦
情
も
多
く
な
る
訳
け
こ

で
れ
が
苦
の
よ
う
に
税
負
担
が

苦
に
な
ら
な
か
つ
た
時
代
に
は

少
し
位
い
の
事
は
ど
つ
ち
に
転

ん
で
も
大
し
た
問
題
に
も
な
ら

ず
割
合
大
ざ
つ
ぱ
な
形
で
も
よ

か
つ
た
の
で
す
が
重
く
な
れ
ば

な
る
程
そ
の
公
平
を
期
す
る
為

め
に
は
自
然
こ
ま
か
く
　
　
規

定
さ
れ
る
傾
向
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
関
係
で
税
金
は
い
よ
い

よ
判
り
に
く
く
な
る
と
言
わ
れ

る
ん
ぢ
や
な
い
で
し
よ
う
か
」

円

が
四

百
円

に
な

り
。
個
人
分

の
所
得
税
の
制
限

額
が
課
税
総

所
得
金
額
の
百
分

の
十

が
百
分

の
七
、
五
に
引
き
下

げ
ら
れ
、

法
人

税
割
、
つ

ま
り
会
社
な
ど

の
市

民
税
が
現

在
の
制
限
税
率

百
分
の
十
五

が
百
分

の
九
に
な

り
ま
す
。

国

定
資
産
税
は
現

行
の
標
準

税
率
百
分
の
一
、
六
が
昭
和
二

十
九
年
度
分
に
限
り
百
分
の
一

、
五
と

な
り
三
十

年
度
分

か
ら

は
一
、
四
と
下
り
ま
す
。

（
以
下
次
号

）

主
体

に
し

た
も
の
で
な

く

二
、
必
ず
し
も
宮
崎
市
を

オ
テ
モ
ヤ
ン
、
小
原
節
の

よ
う
に
方
言
を
用

い
ユ
ー

モ
ラ

ス
な

も
の
も
可

）

一
、
歌
い
易
く
鄕
土
色

豊
か
な
も
の
（
例
え
ば

【
募
集
要
項
】
歌
詞

本
市
で
は
来

る
四
月
一

日
、

輝
か
し
い
三
十

周
年
を
迎
え

ま

す
。
こ
の
よ
き

日
を
祝
福
す

る

意

味
で
市

で
は

、
末
永

く
愛
唄

さ
れ
る
　

日

向

新

民

謠

を

募

集

す

る
事
に
な

り
ま
し
た

現
在
迄

歌
わ
れ
て

き

た

古
い

「
ひ
え
つ
き
節
」
や
「
刈
千
切

唄
」

な
ど

と
と

も
に
市
内
は

も

と
よ
り
広
く
県
内

、
県
外
の
人

々
に
親
し
ま
れ
る
新
し
い
日

向
民
謡
募
集
に
振
つ
て
御
投
稿

を

お
願

い
致
し
ま
す
。

「
日
向
新
民
謠
」
懸
賞
募
集

宮
崎
市
制
三
十
周
年
記
念

◇
審
査
員

作
家

中
村
地
平

、
Ｍ
Ｇ
放

送
部
長
高
林
栄
、
音
楽
愛

好
者
池
田
鋼
士
郎
、
作
家

黒
木
清
次
、
著
述
家
原
田

喜
一
郎
、
毎
日
新
聞
宮
崎

支
局
長
木
脇
寛
重
、
宮
大

教
授
相
良
徳
三

宮
崎
市
が
所
有
、
作
品
の

一
部
を
加
筆
す
る
こ
と
か

あ
る
。
応
募
作
品
は
返
却

し
な
い
。

◇
版
　
権

宮
崎
市
役
所
庶
務
課
記
念

事
業
係
宛

◇
送
り
先

一
等
　
二
万
円

副
賞
毎
日
新
聞
社
賞

二
等
　
一
万
円

副
賞
仝

三
等
　
五
千
円

副
賞
仝

◇
賞
　
金

三
月
十
五
日
、
発
表
四
月

一
日
、
発
表

会
は
レ
コ

ー

ど
吹
込
み

の
ほ
か
四
月
十

五
日
か
ら
の
　
「
藤
ま
つ

り
」

に
芸
能
人

に
よ
る
発

表
を
行
う
。

◇
締
　
切

と
も
よ
く
、
広

く
日
向
の

民
情

、
風
土
を
象
微
す
る

も
の
。

主
婦
の
メ
モ

木
灰
を
上
手
に

使
い
ま
し
よ
う

「
火
お
こ
し
上
手

は
家
も

ち

上
手
」
と
は
古
い
諺
で
す
が
、

同

じ
炭
を
燃

や
す
に
し
て
も
、

下
手

に
燃

や
し
た
時
に
は
、
そ

の
発
熱
量
が
、
上
手
に
燃
や
し

た
時
よ
り
、
お
よ
そ
三
分
の
一

に
減
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

平

素
何
気

な
く
使
い
が

ち
な

木
炭
も
、
無
駄
な

く
合
理
的
に

使

い
た
い
も
の
で
す

が
、
木
炭

に
は
堅
炭
と
軟
炭
と

が
あ
り
ま

す
の
で

、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質

を

の
み
こ
ん
で

、
上
手

に
使
い
分

け

い
た
し
ま
し
よ
う
。
堅
炭
は

火
持
ち
は
良
い
が
、
固
く
し
ま

つ
て
い
て
、
隙
間
が
少
い
為
空

気
の
流
通
が
悪
い
の
で
、
燃
え

方

が
遅
い
上

、
高
温
を
出

し
難

い
。

晩
霜
に
御
注
意
下

さ
い

三
月
と
四
月
の
予
報

く
、
中
旬
～
下
旬
に
か
け
て
平

年
よ
り
や
ゝ
多
く
、
日
照
は
三

月
は
少
く
、
ぐ
づ
つ
い
た
天
気

で
、
暖
冬
春
寒
の
け
い
こ
う
が

見
え
て
ゐ
ま
す
。

四
月
の
上
旬
は
、
気
温
が
一

時
高
め
に
な
り
四
月
中
旬
か
ら

五
月
の
初
旬
に
か
け
て
一
時
低

温
が
起
る
か
も
し
れ
な
い
、
四

月
～
五
月
初
旬
に
か
け
て
雨
量

は
平
年
並
で
暖
冬
の
け
い
こ
う

が
見
え
て
ゐ
ま
す
の
で
晩
霜
の

方
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

次
第
に
暖
く
な
つ
て
来
る

が
、
寒
暖
の
変
化
が
い
ち
じ
る

し
く
三
月
は
寒
さ
が
衰
え
ぎ
み

で
大
体
本
県
と
し
て
は
、
平
年

な
み
、
又
は
や
ゝ
低
目
で
、
太

陽
の
高
さ
が
次
第
に
高
く
な
つ

て
く
る
の
で
、
大
き
い
寒
も
ど

り
の
傾
向
は
出
て
い
な
い
。

三
月
上
旬
の
雨
量
は
や
ゝ
少


	page1
	page2

